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域
で
は
か
な
り
賃
金
水
準
が
向
上
し
ま

ち
が
た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
ｃ
現
在
で

も
比
較
的
安
い
豊
富
な
労
働
力
が
、
国

し
た
が
、
内
地
に
は
所
得
上
昇
の
動
き

か
ら
半
ば
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
人
た

す－する
が｡のた
、テｌ±だ

０いし

Ｏま明
９しろ

Ｐ
は
中
国
を
上
回
っ
た
よ
う
で
す
。

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
沿
岸
地

で
プ
ラ
ス
成
長
を
達
成
し
た
と
い
一

川
本
の
４
半
期
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
３
期
連
続

テ
レ
ビ
等
の
受
け
売
り
に
な
り
ま

し
、
２
０
１
０
年
に
逆
転
さ
れ

、
ほ
ぼ
確
実
と
い
わ
れ
て
い
ま

い
ニ
ュ
ー
ス
が
、
報
じ
ら
れ
て

た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
２

年
は
、
辛
う
じ
て
日
本
の
Ｇ
Ｄ

力
の
、
ハ

そ
の
強
さ
の
秘
密
は
「
格
差
し

賃
握
騨
擁
留
に
慕
慰
『
霧
》
満
解
消

格
差
の
合
理
繊
識
明
が
重
要
に

／
ｋ
ｊ
Ⅱ
引
く
引
く
別
ｆ
１
ｒ
、
ノ
、
く
’
／
、
／
、
〆
、
／
０
、
夕
、
ノ
ロ
、
ノ
ロ
、
〆
、
ｒ
、
〃
、
ノ
０
、
ゲ
ロ
、
／
、
〆
、
／
、
ノ
Ｋ
Ｊ
ｒ
、
／
、
ノ
ｈ
／
、
／
４
ノ
ｋ
Ｊ
Ｉ
１
ｒ
、
／
、
ｒ
、
〆
、
ｒ
、
／
、
／
、
〆
、
〆
、
ノ
、
〆
、
ノ
ミ
ノ
、
ノ
、
ノ
、

ツ
ク
ポ
ー
ン
に
な
っ
て
あ
た
り
だ
と
説
く
識
者
・

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｉ
…

っ
少

い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
と
、
経
営
者
の
な
か
に
は
、

「
や
は
り
、
日
本
の
賃
金
は
今
で
も
高

す
ぎ
る
ん
だ
、
賃
上
げ
を
カ
ッ
ト
す
る

ほ
か
な
い
」
と
い
っ
た
結
論
に
走
る
人

も
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
面
の
真
理
で
す

が
、
問
題
の
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
の
と
こ
ろ
、
中
国
の
高
成
長
は
、

「
や
む
に
や
ま
れ
な
い
」
事
情
に
駆
ら

れ
て
の
こ
と
だ
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

こ
れ
だ
け
格
差
が
広
が
っ
て
、
ど
う
し

て
庶
民
の
怒
り
が
爆
発
し
な
い
か
と
い

う
と
、
全
体
と
し
て
底
上
げ
さ
れ
て
い

る
た
め
、
貧
困
層
も
い
く
ら
か
は
成
長

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

の
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
が
、
７
％
成
長

あ
た
り
だ
と
説
く
識
者
も
い
ま
す
。

１
１
１

■

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
平
等
社

会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

ゼ
ロ
成
長
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
続
け
ば

行
き
場
の
な
い
怒
り
が
鯵
屈
し
て
き
ま

す
。
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
求

め
る
声
は
、
現
在
の
低
成
長
と
共
振
す

る
形
で
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
標
準
で
み
れ
ば
「
格
差
」
の
幅

は
小
さ
く
て
も
、
従
業
員
は
社
内
の

「
不
透
明
な
」
格
差
に
神
経
を
尖
ら
せ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
経
営
者

と
し
て
格
差
の
理
由
を
説
明
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
し
、
説
明
で
き
な
け
れ
ば
、

制
度
の
改
善
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。



(2)

軍:隊的組織

陸
軍
を
例
に
と
る
と
、
最
小
単
位
は

分
隊
ま
た
は
班
で
４
人
か
ら
ｎ
人
程
度

で
す
。
軍
曹
と
か
伍
長
と
か
が
、
ヘ
ッ

ド
と
な
り
ま
す
。

分
隊
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
小
隊
、

小
隊
が
集
ま
っ
て
中
隊
、
以
下
、
大
隊
、

連
隊
、
旅
団
、
師
聞
と
い
う
よ
う
に
組

織
の
規
模
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
小
隊

だ
と
中
尉
ク
ラ
ス
、
連
隊
だ
と
大
尉
ク

ラ
ス
が
指
揮
を
取
り
ま
す
。
尉
官
・
佐

官
で
も
、
組
織
の
長
に
選
任
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

会
社
組
織
だ
と
、
最
小
組
織
が
班

（
班
長
が
管
理
）
、
班
が
い
く
つ
か
集
ま
っ

て
課
、
部
、
事
業
部
と
い
う
よ
う
に
組

織
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
形
作
ら
れ
ま
す
。

賃
圏
團
｜
務

鋼
っ
竃
得
謬
る

ア
メ
リ
カ
企
業
の
人
員
組
織
形
態
は
、

軍
隊
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
近
代
の
軍
隊
は
、
国
の
違
い
を
超

え
て
、
各
国
お
お
む
ね
共
通
で
す
。
多
人

数
を
効
率
良
く
動
か
す
場
合
、
適
切
な
形

し
ｐ
一
月
ん

態
は
自
ず
と
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
収
敵
す

る
よ
う
で
す
。
「
軍
隊
的
」
組
織
の
利
点

と
そ
の
限
界
を
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

る
や
か
に
連
動
し
て
い
ま
す
。

各
国
軍
隊
の
形
が
似
通
っ
て
い
る
の

は
、
指
揮
命
令
の
迅
速
性
と
徹
底
性
の

両
方
を
加
味
す
る
と
ベ
ス
ト
な
形
態
は

限
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
組
織
階
層
が
あ

ま
り
に
多
す
ぎ
る
と
、
命
令
が
迅
速
に

鎧
下
端
ま
で
行
き
わ
た
り
ま
せ
ん
。
し

課
の
管
理
職
は
、
課
長
格
の
資
格
者
の

な
か
か
ら
選
抜
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

ラ
イ
ン
の
長
の
職
名
と
社
内
資
格
は
ゆ

意
思
伝
達
の
迅
速
さ
重
視

集
団
束
ね
る
焦
点
は
班
長

か
し
、
階
層
を
少
な
く
し
た
結
果
、
１

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
指
揮
す
る
人
数
が
あ

ま
り
に
多
く
な
る
と
、
命
令
が
徹
底
し

ま
せ
ん
。
組
織
全
体
の
人
数
に
合
わ
せ
、

自
ず
と
何
階
層
の
仕
組
み
が
適
切
な
の

か
が
決
ま
り
ま
す
。
会
社
組
織
も
、
考

え
方
は
同
じ
で
す
。

さ
ら
に
、
軍
隊
と
「
工
場
タ
イ
プ
の

産
業
」
を
比
較
す
る
と
、
別
の
共
通
点

が
み
つ
か
り
ま
す
。
軍
隊
は
、
大
き
く

分
け
て
、
士
官
（
将
官
・
佐
官
・
尉
官

な
ど
）
と
下
士
官
・
丘
盆
人
曹
長
。
１
．

２
等
兵
な
ど
）
の
２
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

：
§
…
…
；
…
…
硬
き
：
…

ま
す
。
正
規
の
軍
事
教
育
を
受
け
た
人

が
、
若
く
し
て
士
官
（
少
尉
心
得
な
ど
）

に
な
り
ま
す
。
一
方
、
た
た
き
上
げ
で

昇
級
す
る
一
般
兵
卒
は
ベ
テ
ラ
ン
階
層

が
下
士
官
（
曹
長
等
）
に
任
ぜ
ら
れ
ま

す
。
命
令
系
統
の
序
列
は
、
士
官
が
下

士
官
の
上
に
位
置
し
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
（
ゴ
ロ
ッ
キ
み
た
い
な
連
中
も

含
め
た
）
兵
卒
を
直
接
束
ね
る
の
は
人

生
経
験
豊
富
な
下
士
官
で
す
。

工
場
組
織
で
も
、
若
い
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
技
師
の
下
に
班
長
・
職
長
（
フ
ォ

ア
マ
ン
）
が
位
置
し
ま
す
が
、
部
下
の

人
心
を
掌
握
す
る
の
は
フ
ォ
ア
マ
ン
の

役
目
で
す
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
大
工
場
が

軍
隊
方
式
の
人
員
管
理
ス
タ
イ
ル
を
採

用
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
に
合
理
的
な

判
断
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
が
「
現
代
の
企
業
組

織
」
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
ら
れ
る
か

は
疑
問
で
す
。
第
１
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
が
大
幅
に
発
達
し
た

結
果
、
｜
階
層
の
フ
ラ
ッ
ト
化
（
意
識

決
定
の
迅
速
化
）
」
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
第
２
に
、
職
員
。
工
員
に
分
け

た
人
事
管
理
は
既
に
過
去
の
遺
物
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
「
命
令
一
下
」
で
は
な
く
、

個
々
の
社
員
の
創
造
性
（
ベ
ン
チ
ャ
ー

精
神
）
を
引
き
出
す
よ
う
な
新
し
い
組

織
形
態
が
模
索
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え

ま
す
。



３

判例

リ
ー
マ
ン
。
シ
ョ
ッ
ク
、
円
高
と
続

き
、
企
業
活
動
は
低
迷
を
続
け
て
い
ま

す
。
｜
雇
用
調
整
助
成
金
等
を
使
っ
て
、

休
業
手
当
の
原
資
を
工
面
し
て
い
る
会

社
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
判
決
内
容
で
す
。

端
的
に
い
う
と
、
「
休
業
を
命
じ
た
場

合
、
労
基
法
に
基
づ
く
６
割
保
障
で
は

咀喧、&&＆Ｓ釣田＆凸ふふ■喧哩SSE喧巴Ｅ咀忠忠已哩E＄§巴Ｓ３■坦坦Ｓ回巴屯巴 ＆、凸品ヨユヨ■そ
う
い
っ
た
状
塑
に
本
章
零
件
は
ち
よ
っ

６
割
保
障
で
ば
不
十
分

回
避
す
る
努
力
を
怠
っ
た

任
を
負
う
」
と
い
う
判
断
を
示
し

ま
し
た
。

本
事
件
は
、
会
社
が
期
間
契
約
社
員
を
夕
ｌ
ゲ
ッ
ト
と
し
て
３
カ
月

以
上
の
連
続
休
業
を
命
じ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
業
績
不
良
で
雇
用
調
整

（
休
業
）
を
実
施
し
た
場
合
、
労
基
法
上
は
、
６
割
の
休
業
手
当
支
払

で
足
り
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
「
正
当
性
」
が
な
い
場
合
、
扣
割
の

賃
金
支
払
い
義
務
が
生
じ
、
裁
判
所
は
「
使
用
者
が
正
当
性
の
立
証
責

休
業
に
佃
割
の
賃
金
支
払
命
じ

足
り
ず
、
、
割
の
賃
金
支
払
い
が
必
要

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
」
と
い
う

も
の
で
す
。

た
だ
し
、
応
分
の
理
由
も
存
在
す
る

の
で
、
背
景
も
含
め
て
、
事
件
の
全
体

像
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

被
告
と
な
っ
た
自
動
車
工
場
で
は
、
受

注
の
急
激
な
落
ち
込
み
に
伴
い
、
大
幅

な
雇
用
調
整
に
着
手
し
ま
し
た
。
会
社

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木
支
部

Ｉ
自
動
車
事
件

（
平
、
・
３
．
躯
判
決
）

ロタアグ巫夕ゴタジエタジタクグクタクジグアグコググタゴヱαワグゴタタＦククゴヶニ””ゴダクプ

業
績
と
し
て
は
ま
だ
「
黒
字
」
確
保
が

見
込
ま
れ
る
状
況
だ
っ
た
の
で
す
が
、

「
先
手
を
打
っ
て
」
約
伽
人
の
期
間
労

働
者
全
員
に
解
雇
を
通
告
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
は
労
働
契
約
法
第
灯

条
（
期
間
契
約
の
途
中
解
除
）
に
違
反

し
、
解
雇
無
効
と
判
断
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
会
社
は
「
契
約
期
間
満
了
日

ま
で
６
割
の
休
業
手
当
を
支
払
う
」
と

い
う
方
針
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
労
働
者
側
は
さ
ら
に

民
法
第
鋤
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
残
り

４
割
の
賃
金
仮
払
い
を
求
め
ま
し
た
。

同
項
で
は
、
「
債
権
者
（
会
社
）
の
責

め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
債
務

（
労
務
の
受
領
）
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
債
務
者
（
労
働
者
）
は
反
対

給
付
（
川
％
の
賃
金
）
を
受
け
る
権
利

を
失
わ
な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
争
点
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。
第

１
は
、
「
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
あ

る
（
な
い
）
」
と
い
う
事
実
の
立
証
責

任
は
、
誰
が
負
う
か
で
す
。
裁
判
所
は
、

る

「
労
働
者
が
「
労
務
の
受
領
を
拒
否
さ

れ
た
」
と
立
証
主
張
す
れ
ば
、
使
用
者

側
に
お
い
て
、
抗
弁
と
し
て
、
受
領
拒

絶
に
は
正
当
な
事
由
が
あ
る
こ
と
を
主

張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
断

じ
ま
し
た
。

第
２
は
、
拒
否
に
正
当
な
事
由
が
あ

る
か
否
か
で
す
。
決
定
文
は
、
「
本
件

の
よ
う
に
包
括
的
か
つ
一
律
に
、
契
約

期
間
の
満
ｒ
ま
で
の
数
カ
月
と
い
う
長

期
間
に
わ
た
る
休
業
に
よ
っ
て
、
一
方

的
に
期
間
労
働
者
に
不
利
益
を
課
す
る

命
令
の
合
理
幟
は
、
派
社
員
に
対
す
る

場
合
と
比
べ
、
よ
り
高
度
な
も
の
を
要

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
結
論
的
に
は
、
｜

川
％
の
賃
金
支
払
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
件
は
、
地
裁
支
部
の
決
定
段
階
の

も
の
で
す
。
上
級
審
が
、
こ
の
判
断
を

支
持
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
、
会
社
と
し
て
は
、
「
残

り
の
期
間
」
に
つ
い
て
、
就
労
が
可
能

か
ど
う
か
適
切
に
判
断
し
対
飛
び
飛
び

に
で
も
稼
働
日
を
設
定
し
、
で
き
る
限

り
休
業
Ｒ
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
べ
き

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
誠
意
の
不
足
が
、
敗

訴
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

爵Ｉ
へ臺自
鵡動
§製車

繼事
蕊件
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日本的人事変容(再雇用）調査

平
成
躯
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
年

齢
者
法
に
継
づ
く
雇
用
継
続
の
最
低
年

齢
が
図
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
釦
歳
に
な
る
男
性
は
、
闘
歳

に
な
る
ま
で
報
酬
比
例
部
分
の
年
金
だ

け
し
か
も
ら
え
な
い
世
代
で
す
。
帥
歳

代
前
半
の
再
雇
用
者
・
勤
務
延
長
者
等

が
職
場
内
で
大
い
に
存
在
感
を
増
し
て

い
ま
す
。

日
本
生
産
性
本
部
で
は
、
毎
年
、

「
日
本
的
潅
川
・
人
蛎
の
変
容
に
関
す

る
調
査
」
を
実
施
し
て
い
て
、
今
回
が

ｎ
回
目
に
当
た
り
ま
す
。
本
欄
で
は
、

再
雇
用
の
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
を

ご
紹
介
し
ま
す
が
、
な
か
で
も
興
味
を

引
く
の
が
再
峰
川
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ 高
年
齢
者
法
の
影
響
で
、
再
雇
用
者
等
の
比

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
曰
本
生
産
性
本
部
の

「
日
本
的
雇
用
・
人
事
の
変
容
に
関
す
る
調
査
」

で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
「
会
社
の
本
音
」
が

え
ぐ
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
者
の
閏
で
は
、

「
賃
金
は
安
上
が
り
だ
け
れ
ど
、
使
い
に
く
い

労
働
力
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。蓄
笑
し
た
り
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

再
雁
用
の
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
、

３
つ
ま
で
）
は
、
１
位
が
「
技
術
や
技

能
の
伝
承
」
（
祀
・
５
％
）
、
２
位
が

「
労
働
力
の
補
充
」
（
記
・
９
％
）
、
３

位
が
「
人
件
費
負
担
の
軽
減
」
（
⑬
。

リ
ッ
ト
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
す
。
会
社

の
本
音
が
垣
間
兄
え
る
の
で
、
経
営
者

の
方
々
も
所
々
で
う
な
ず
い
た
り
、
微

高
齢
者
は
割
安
と
認
識

就
労
姿
勢
に
問
題
ア
リ

て
く
れ
ま
す
。
高
齢
者
を
た
く
さ
ん
使

う
よ
う
に
な
り
、
会
社
側
も
遅
ま
き
な

が
ら
こ
の
議
雫
実
に
蒜
目
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

再
雇
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
、

３
つ
ま
で
）
は
、
「
先
輩
の
た
め
現
役

社
員
が
使
い
に
く
い
」
（
虹
。
２
％
）
、

８
％
）
の
順
で
す
（
図
１
）
。
こ
の
順

序
は
、
２
０
０
８
年
調
査
、
２
０
０
９

年
調
査
で
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
目
を
引
く
の
が
、
「
人
件

費
負
扱
の
軽
減
」
と
答
え
た
割
合
が
対

２
０
０
８
年
調
査
比
で
昭
。
１
ポ
イ
ン

ト
も
増
え
て
い
る
点
で
す
。
再
縢
用
は

会
社
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
と
、
一

般
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
再

雇
用
者
は
定
年
時
と
比
べ
大
幅
に
賃
金

が
下
が
る
の
で
、
労
働
単
価
は
割
安
で

す
。
公
的
支
援
（
年
金
、
雇
用
保
険
）

も
あ
る
の
で
、
高
齢
者
も
一
応
納
得
し

「
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
が
難

し
い
」
（
調
・
９
％
）
、
「
仕
蕊
や
職
場

を
創
る
の
が
難
し
い
」
（
羽
・
２
％
）

の
三
者
が
拮
抗
し
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

年
功
序
列
社
会
が
崩
れ
て
き
て
い
る

と
い
い
ま
す
が
、
㈹
歳
代
の
先
輩
に
対

し
、
釦
。
加
歳
代
の
人
は
や
は
り
ま
だ

ま
だ
遠
慮
す
る
気
持
ち
が
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

経
営
者
の
方
々
と
お
話
し
す
る
と
、

「
高
齢
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関

す
る
嘆
き
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
「
最

初
は
若
い
者
に
は
負
け
な
い
と
意
気
軒

昂
だ
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
で

つ
ま
ず
く
と
、
自
分
み
た
い
な
年
寄
り

は
用
済
み
だ
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
振
れ
幅
が
大
き
い

の
が
困
る
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
過
渡
期
の
現
象
に

過
ぎ
な
い
で
し
ょ
う
。
「
髄
歳
ま
で
働

く
の
が
門
た
り
前
」
と
い
う
意
識
が
浸

透
す
れ
ば
、
事
態
も
変
わ
る
は
ず
で
す
。

高
齢
者
が
全
員
冠
現
役
意
識
を
キ
ー
プ

し
て
働
け
ば
、
１
人
だ
け
「
自
分
は
年

寄
り
だ
か
ら
」
な
ど
と
甘
え
て
い
ら
れ

な
く
な
る
は
ず
で
す
か
ら
。
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図１．再雇用のメリット

再褒用のメリット②今後の再雇用の考え方別（９６）

０２０４０６０ｇｏ１００

再雇用のメリット［３つまで迺沢）【蝿．

０，０nｏＳｎＲＯｌＤ［

識！蔀，
3Ｗ

膜礁や技能の趨進への伝承に効果がある 茂砺や技能の後進への伝承に効果があ
-

毛ぞげ

１６２．１霜Ｉ
５５０

１６３８
労織力不足夢捕ることができ層

］ ｎ４Ｒｑ

」卜7711
148苧

労腔力不】型詳捧うことができ鳥

。'…
｣257

■…｜
ＩＴＲＩ

人件愛負担が軽減できる

蔑評人件翌負担が軽減でき患
社外の人脈形成やその引軽さに効果がある

１２０７儲

i::I

FF
龍iｉ

躍鳩の活性化や－体悪霞成に効果がお愚
社外の人謡形成やその引籍ぎに効果が

ある

■２００９割五

ｐＺＤＯＢ調蕎爺にメリットは堅［られない

■今後はもっと再雇自者を増やしたい(Ｎ＝１３）

ロ現行どおりでよい(N=97）
□今後は宮屋用者審抑えたい(Ｎ=２９）

図'２．再雇用のデメリット

再雇用のデメリット(3つまで選択）（96］

０，０４，６０

再雇用のデメリット(3つまで選択).２

今後の再雇用の考え方別
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ｍ7月
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＄■へい
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１２８３

F灘：ミ＞Ⅱ483

130鴎ｉ

ｋ６９：
傘、ぶ。、１４１級

’23'％’
’406％

……汁1379＃
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’323葡｜

､かし、蕊蝋獅醒

lb3隅｜
￣￣1302、ｉ
ａｉＷｏみ§ぜ?PSﾐｉｉｉｌｉｉｉＳｉｉ：:'65’

■スパ！
｜26.0粥｜

灘ノー、27.6髄１

－'385卜
lI7i7蔚

麹…Ｉ

元上司・先箪などの畠、現役社員が再

雇用社員を使いづらい
元上司･先雅などの為、現役社員が再

雇篇社員客使いづらい

本人のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝの維持･向上が難し
い

本人のモチベーションの維持･向上が難し
い

再雇用者が出来る仕事や職域を作り
出すことがましい

再雇用者が出来る仕事や駁域を作り
出すことが鍵しい

再雇覇者が端え、与える仕事や受け
入れ先が減っている

再雇用者が増え．与える仕瀬や受け
入れ先が減っている

GB

露
’３０斜

l1318

ziljf
lS灘'276

若い世代が経験すべき仕事に就く時
期が遅れる若い世代が経験すべき仕事に就く時

期が遅れる

肉体的に負担が大きく、定年前の職務
継続が蕊しい肉体的に負担が大きく、定年前の議務

経続が難しい

、

ロ帝氏はもつ堂ili潅扇者電燃やしたL、口襲行どおりでよし’
【Ｎ－Ｉ３【Ｈ＝２７】

□今後に再思吊者を担えたＵ
〔Ⅲ〒２９）■２００９謡査□５００人未満(Ｎ=４６）ロ５０００人以上(Ｎ=２９）
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フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
は
、
労
働

者
に
始
業
・
終
業
時
間
の
決
定
を
ゆ
だ

ね
ま
す
。
本
人
の
仕
事
の
割
り
振
り
に

よ
っ
て
は
、
特
定
の
川
の
総
労
働
時
間

が
月
の
所
定
労
働
時
間
に
達
し
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
得
ま
す
。
原
則
通
り
に
処
理

す
れ
ば
、
そ
の
月
は
賃
金
カ
ッ
ト
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
家
計
支
出
に
配
慮
す
れ
ば
、

｛Ｑ一員附加照匁Ⅷ塊鰄
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
１
カ
月
の
労

働
時
間
に
偏
り
が
生
じ
た
際
、
月
を

ま
た
い
で
貸
借
す
る
こ
と
も
可
能
と

聞
き
ま
し
た
。
改
砿
労
藻
法
に
よ
り
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で
発

生
し
た
残
業
を
翌
月
に
繰
越

し
処
理
で
き
な
い
か
？

認
容
さ
れ
る
の
は
前
払
い
の
み

基
準
内
賃
金
の
カ
ッ
ト
は
な
る
べ
く
避

け
る
の
が
ベ
タ
ー
で
す
。
こ
の
た
め
、

便
法
と
し
て
、
｜
定
条
件
の
下
、
労
働

時
間
の
貸
借
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貸
借
が
可
能
な
の
は
、
「
１
清
算
期

間
内
の
労
働
時
間
に
不
足
が
あ
っ
た
場

合
も
、
賃
金
カ
ッ
ト
せ
ず
、
不
足
分
を

次
の
清
算
期
間
中
の
総
労
働
時
間
に
上

積
み
さ
せ
る
」
ケ
ー
ス
で
す
（
昭
髄
。

月
㈹
時
間
を
超
え
る
時
間
外
が
生
じ

た
際
、
５
割
の
割
増
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
労
働
時
間
の
貸
借
制
度
を

利
用
し
て
、
影
響
を
緩
和
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

労働時間の貸借

１
．
１
基
発
第
１
号
）
。
い
わ
ば
「
賃

金
を
前
払
い
し
、
後
か
ら
清
算
す
る
」

形
に
な
る
の
で
、
合
法
と
解
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
反
対
に
、
「
１
清
算
期
間
内
の

労
働
時
間
に
過
剰
が
あ
っ
た
場
合
、
所

定
の
賃
金
分
の
み
支
払
っ
て
お
き
、
そ

れ
を
超
え
た
時
間
を
次
の
清
算
期
間
中

の
総
労
働
時
間
に
充
当
さ
せ
る
」
こ
と

は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
１
清
算
期
間

内
の
残
業
分
を
支
払
わ
ず
、
翌
月
に
回

す
の
で
、
全
額
払
い
の
原
則
に
反
す
る

か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
有
力
学
説
の
中
に
は
、

「
労
働
の
多
い
月
に
も
少
な
い
月
に
も

定
額
の
月
給
制
と
す
る
こ
と
は
労
働
契

約
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
貸
借
制
を
定
め
れ
ば
、
有

効
な
労
働
契
約
と
な
り
全
額
払
い
に
違

及
し
な
い
」
と
解
く
も
の
が
あ
り
ま
す

（
菅
野
和
夫
「
労
働
法
」
）
。
説
得
力
の

あ
る
話
で
す
が
、
こ
こ
で
は
行
政
に
よ

る
公
式
見
解
に
従
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

賃
金
の
前
払
い
パ
タ
ー
ン
（
不
足
月

が
先
に
来
て
、
後
か
ら
労
働
時
間
を
上

乗
せ
）
に
限
っ
て
連
用
す
る
場
合
も
、

一
つ
、
問
題
が
残
り
ま
す
。
前
月
の
不

足
分
を
翌
月
働
か
せ
た
場
合
、
不
足
分

も
含
め
、
す
べ
て
翌
月
の
労
働
時
間
と

な
り
ま
す
。
労
基
法
は
実
労
働
時
間
主

義
で
す
か
ら
、
前
月
の
繰
越
し
分
も
含

め
総
労
働
時
間
が
月
の
法
定
労
働
時
間

の
総
枠
を
超
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
割
増

賃
金
の
支
払
い
義
務
が
生
じ
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
月
の
所
定
労
働
時
間

を
法
定
労
働
時
間
の
総
枠
よ
り
少
な
く

設
定
し
て
い
る
会
社
で
、
「
法
定
枠
Ｉ

所
定
労
働
時
間
」
の
時
間
数
を
限
度
と

し
て
、
繰
越
し
を
認
め
る
例
が
多
い
よ

う
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
繰
越
し
分
に

つ
い
て
も
割
増
賃
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間
の
貸
借
制

を
用
い
る
場
合
も
、
時
間
外
割
増
の
支

払
い
に
関
し
て
は
、
貸
借
の
有
無
に
関

係
な
く
、
「
そ
の
月
に
実
際
に
何
時
間

働
い
た
か
」
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

「
月
印
時
間
」
の
計
算
を
す
る
と
き
も
、

当
然
、
同
じ
よ
う
に
考
え
ま
す
。
前
月

の
不
足
分
を
翌
月
働
い
た
場
合
、
そ
の

分
も
含
め
、
残
業
の
累
計
が
㈹
時
間
を

超
え
れ
ば
、
５
割
の
割
増
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
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一
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
（
失
業
手
当
）

は
、
原
則
と
し
て
、
離
職
の
同
以
前
２

年
間
に
被
保
険
者
期
間
が
１
年
以
上
あ

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
礎
保
法
策

田
条
第
１
項
）
。
お
尋
ね
の
方
は
、
通

常
の
自
己
都
合
退
職
の
場
合
、
こ
の
要

件
を
満
た
さ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
皿
年
か
ら
、
「
特
定

理
由
離
職
者
」
と
い
う
区
分
が
設
け
ら

れ
て
い
て
、
受
給
資
格
の
特
例
が
認
め

Ｑ
鮭
議
雄
漂

州
っ
て
、
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た
。

継
続
瀧
川
は
無
理
な
の
で
退
職
さ
せ

結
婚
を
理
由
に
郷
里
に
帰
る

女
性
社
員
が
い
る
が
基
本
手

当
を
請
求
可
能
で
す
か
？

正
当
な
理
由
の
離
職
で
権
利
あ
り

Ｐ
Ｄ
Ｂ
ｂ
Ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
Ｂ
Ｐ
Ｐ
●
■
□
０
０
Ｇ
Ｇ
日
■
０
。
。
■
、
９
０
■
■
ｑ
■
Ｑ
ｑ
Ｑ
６
８
０
ｂ
０
Ｄ
■
０
●
□
０
■
●
ｑ
ｄ
０
Ｂ
４
０
０
Ｂ
ｐ
Ｄ
Ｄ
０
０
０
０
０
■
■
０
勺
曰
ｑ
・
・
■
６
０
日
０
８
■
５
０
■
■
Ｏ
ｑ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
己
都
合

だ
と
、
雇
用
保
険
を
も
ら
え
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
処
理
す
れ
ば
、

本
人
に
と
っ
て
得
に
な
り
ま
す
か
。

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
正
当
な
理
由
」
で

辞
め
た
人
も
、
特
定
理
由
離
職
者
に
該

当
し
ま
す
（
雇
保
法
施
行
規
則
第
四
条

の
２
）
。
特
定
理
由
離
職
者
は
、
離
職

の
日
以
前
１
年
間
に
被
保
険
者
期
間
が

６
カ
月
以
上
あ
れ
ば
、
基
本
手
当
の
受

給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
正
当
な
理
由
」
の
定

義
は
、
雇
保
法
第
兜
条
（
給
付
制
限
）

と
同
じ
で
す
。
自
己
都
合
で
辞
め
る
と
、 特定理由離職者

原
則
３
カ
月
間
、
基
本
手
当
の
支
給
が

遅
れ
ま
す
。
し
か
し
、
「
正
当
な
理
由
‐
｜

が
あ
れ
ば
、
符
期
（
７
Ｈ
）
経
過
後
か

ら
す
ぐ
に
基
本
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

「
結
婚
に
伴
う
住
所
の
変
更
」
に
よ

り
、
通
勤
不
可
能
ま
た
は
困
難
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
場
合
、
「
正

当
な
理
由
」
あ
り
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

給
付
制
限
が
か
か
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

特
定
理
由
離
職
者
と
な
り
、
受
給
資
格

の
有
燃
の
判
定
で
も
有
利
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
哲
定
措
置
に
よ
り
、
平
成
型

￣

「
②
受
入
期
間
の
制
限
な
し
」
の
２

成
川
Ｒ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
業
務

▽
派
遣
受
入
期
間
八

の
制
限
あ
り
（
最
長
３
年
）
」
と
・
有
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
…
…
完

派
巡
労
働
者
は
、
「
①
受
入
期
間

識
が
必
要
な
業
秘
等

②
に
分
類
さ
れ

勘
日
数
ｎ
日
以
下

グ
ル
ー
プ
に
分

等
（
た
と
え
ば
情
報
シ
ス
テ
ム
）

け
ら
れ
ま
す
。

。
Ⅱ
数
限
定
業
務
…
…
月
の
所
定
労

タ
イ
プ
の
派
過

務
…
…
休
業
を
取
得
し
た
社
員
の

る
の
は
、
次
の
・
産
前
産
後
・
育
児
・
介
護
代
替
業

で
す
。

・
専
門
妬
業
務

（
派
巡
法
施

年
３
月
皿
日
ま
で
の
間
、
所
定
給
付
、

数
も
特
定
受
給
資
格
者
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。

退
職
さ
れ
た
方
は
、
郷
里
に
戻
っ
て

求
職
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
新
住
所
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
申
し
込
み
を
し
ま
す
。
現
住
所
で
受

給
資
格
手
続
き
を
採
っ
た
後
、
帰
郷
し

た
場
合
、
「
受
給
資
格
譜
が
住
所
・
勝

所
を
変
更
し
た
場
合
」
に
該
当
し
、
氏

名
等
変
更
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
（
雇
保
法
施
行
規
則
第
蛆
条
）
。

行
令
第
４
条
で
列
紀
）
…
…
業
務

の
迅
速
・
的
確
な
処
理
に
専
門
知

代
わ
り
に
働
く
業
務
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厚
生
労
働
省
で
は
、
長
妻
大
臣
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
「
専
門
邪
業
務
派

逝
適
正
化
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

関
係
団
体
（
日
本
人
材
派
過
協
会
な
ど
）

へ
協
力
要
請
す
る
ほ
か
、
今
年
３
．
４

月
に
は
集
中
的
な
指
導
監
格
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

｜
般
の
派
遣
は
受
入
期
間
最
長
３
年

の
制
限
を
受
け
ま
す
が
、
「
専
門
妬
業

務
」
と
み
な
さ
れ
れ
ば
、
期
間
制
限
の

対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
通
常

の
事
務
作
業
を
、
あ
え
て
「
事
務
用
機

器
操
作
（
妬
業
務
の
第
凰
互
」
、
「
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
（
Ⅲ
８
号
）
」
な
ど
に
分
類

す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
派
巡
の
原
川
口
山
化
（
邪

業
務
以
外
を
対
象
に
す
る
）
以
前
か
ら
、

広
く
み
ら
れ
た
傾
向
で
す
。
派
近
法
改

正
の
建
議
で
は
、
「
蓋
録
型
派
遣
の
原

則
禁
止
（
た
だ
し
、
専
門
邪
業
務
は
例

外
）
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
が
、
邪
業
務
の
拡
大
解
釈
は
こ
の

法
改
正
に
も
絡
む
問
題
で
す
。

’
こ
■
。
■
Ｕ
■
Ⅱ
ａ
ｄ
ｄ
Ｐ

髄
業
務
「
偽
装
」
を
摘
発
へ

派
遣
適
正
化
で
集
中
指
導

平
成
皿
年
度
の
常
用
労
働
者
１
人
あ

た
り
現
金
給
与
総
額
は
皿
万
５
１
６
４

円
で
、
前
年
比
３
．
９
％
も
ダ
ウ
ン
し

た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
征
月
勤
労

統
計
（
速
報
）
に
よ
り
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
比
較
可
能
な
平
成
３
年
以
降

で
、
最
大
の
下
げ
幅
で
す
。
所
得
・
薩

用
の
落
ち
込
み
が
景
気
低
迷
の
最
大
原

因
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
デ
ー
タ
面
で
も

そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
た
形
で
す
。

現
金
給
与
の
内
訳
を
み
る
と
、
所
定

本
来
、
「
事
務
用
機
器
操
作
」
と
い

う
業
種
区
分
は
パ
ソ
コ
ン
等
の
操
作
を

す
る
人
す
べ
て
が
対
象
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
「
迅
速
か
つ
的
確
な
操
作
に

習
熟
を
必
要
と
し
な
い
機
器
は
含
ま
れ

な
い
」
（
派
遣
業
務
取
扱
要
領
）
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
適
正
化
プ
ラ

ン
で
は
、
対
象
業
務
の
具
体
例
を
次
の

と
お
り
示
し
ま
し
た
。

・
文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
用
い
、
編
集
。

現
金
給
与
が
柵
％
ダ
ウ
ン
ー
毎
讓
計
霊
塁
の
蕾
速
報
値

内
妬
万
２
４
３
０
円
、
所
定
外
１
万
６

６
７
２
円
、
賞
与
等
５
万
２
７
３
４
１

で
、
前
年
比
で
は
マ
イ
ナ
ス
１
．
２
％
、

マ
イ
ナ
ス
田
・
５
％
、
マ
イ
ナ
ス
、
。

１
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鹸
気
の
影
隷
が
大
き
い
所
定
外
、
批

与
等
だ
け
で
な
く
、
所
定
内
給
与
も
前

年
水
準
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般

労
働
者
数
が
前
年
比
で
０
．
５
％
減
少

し
た
の
に
対
し
、
。
ハ
ー
ト
タ
ィ
ム
は
２
．

６
％
増
加
し
、
全
常
用
労
働
者
に
占
め

加
工
・
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
行
う
業
務

・
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
、
演
算
処
理

や
グ
ラ
フ
加
工
す
る
業
務

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
ソ
フ
ト
を

用
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
考
え
な
が

ら
資
料
作
成
す
る
業
務

で
す
か
ら
、
「
学
校
で
の
訓
練
、
実

務
訓
練
、
派
過
元
で
の
研
修
」
等
を
経

て
、
必
要
な
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
れ

ば
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

ど
き
の
若
い
人
は
家
電
感
覚
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
レ
ベ
ル

で
は
不
十
分
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が

ま
す
。
相
対
的
に
高
賃
金
の
正
社
員
が

削
減
さ
れ
た
結
果
、
所
定
内
給
与
の
平

均
額
も
低
下
し
た
も
の
で
す
。

産
業
別
で
は
、
製
造
業
が
世
界
同
時

不
況
の
大
波
を
ま
と
も
に
受
け
、
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
７
．
１
％
と
数
字
を
大
き

く
下
げ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
他
産
業
も

含
め
、
現
金
給
与
総
額
低
下
率
の
底
は

平
成
皿
年
度
の
第
２
四
半
期
（
４
月
～

６
月
）
で
、
そ
の
後
は
所
定
外
給
与
も

持
ち
直
す
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

高
い
と
い
え
そ
う
で
す
。

「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
も
、

「
書
類
の
文
書
管
理
規
定
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
事
務
所
内
職
員
が
書
類

の
存
在
を
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
維
持

す
る
業
務
」
等
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
名

に
値
し
ま
せ
ん
。
「
文
替
等
の
内
容
に

つ
い
て
相
当
程
度
の
知
識
」
も
求
め
ら

れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
派
遣
の
業
種
分
類
の

「
適
正
化
」
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
比
率
が
増
加
し
て
い

現
金
給
与
が
柵
％
ダ
ウ
ン
ト
ー
毎
勤
統
計
平
成
、
年
の
年
間
速
報
値
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
比
率
が
増
加
し
て
い


